
 

 

 

 

公社債・エクイティ市場の動向について 

（2023年度第２四半期：2023年７月～９月） 

 

 

2023年 10月 

日本証券業協会 

市場統計業務室  



 

 

（ 目 次 ） 

１．公社債発行市場の動向について ........................................................................................ 1 

(1) 公社債の発行額の状況 .................................................................................................... 1 

(2) 国債の発行額の状況 ....................................................................................................... 1 

(3) 国債以外の発行額の状況 ................................................................................................ 3 

２．公社債流通市場の動向について ........................................................................................ 4 

(1) 公社債店頭売買高 ........................................................................................................... 4 

(2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高）......................................................................... 13 

３．エクイティファイナンスの動向について ....................................................................... 14 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 ................................................................................ 14 

(2) 全国上場会社の売出しの状況 ....................................................................................... 17 

 



1 
 

１．公社債発行市場の動向について 
(1) 公社債の発行額の状況 

 

 

 

 

2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月）における公社債の発行額のうち、国債については、月間 15.3 兆円から 16.4

兆円程度の発行額水準で推移し、前年同期比ベースではおよそ 0.3 兆円増の 48.1 兆円となった。 

また、国債等以外の 2023 年度第２四半期における発行額については、将来的な金利上昇を見込んだ社債の発行が盛ん

となったことから、前年同期比ベースでおよそ 2.2 兆円増の 8.4 兆円となった。 

その結果、公社債全体の今期の発行額としては、前年同期比ベースでおよそ 2.5 兆円増の 56.5 兆円となった。 
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(2) 国債の発行額の状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第２四半期（2023 年 7 月～9 月）の国債発行額は、各月 15 兆円から 16 兆円台で推移し、第１四半期（2023

年４月～６月）とほぼ同水準の発行状況となった。 

種類別の発行額を見ると、令和５年度国債発行計画において、前年度からの減額については、短期債の減額に充てるとす

る方針が示されているとおり、国庫短期証券は前年同期比で増減が見られなかったが、利付国債については前年同期比で

0.3 兆円程度増額しており、国債の発行は長期債にシフトする状況となっている。 
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(3) 国債以外の発行額の状況  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年度第２四半期（2023年７月～９月）の合計金額ベースの国債以外の発行額は8.4兆円となり、第１四半期（2023

年４月～６月、7.5兆円）に引き続き増額となっている。 

今期の増額要因は、社債について、将来的な金利上昇を見込んだ発行が盛んになったことが主な要因となっている。 

この結果、今期の社債の発行額は5兆525億円となり、過去最高だった2019年度第２四半期（2019年7月～9月）の発

行額（5兆1,217億円）に次ぐ、集計開始以来２番目の金額となった。 
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２．公社債流通市場の動向について 
(1) 公社債店頭売買高 
① 公社債店頭売買高（国債・国債以外）の状況 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月）の公社債店頭売買高（各月ごとの合計額）は、4,600 兆円超の高い売買高水準を

維持した。 

また、前年同期（2022年度第２四半期合計：11,919兆円）との比較でも大きく増加（前年同期比：＋2,344兆円）した結果、今

期の公社債店頭売買高（第２四半期合計14,264兆円）は、四半期ごとの合計金額ベースで統計開始以来、過去最高額となった。 

店頭売買高が大きく増加している理由は、外国人が過去最高となる水準で買い越しを続けていることが主な要因となっている。 
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② 国債店頭売買高の状況  

 

 

 

2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月）の国債店頭売買高は、各月とも 4,600 兆円台を超える高い売買高水準を維

持した結果、合計金額ベースで 14,251 兆円となり、統計開始以来、四半期ベースでの過去最高額を更新した（これまでの

過去最高額は、2023 年度第１四半期（2023 年 4月～6月）の合計 13,289 兆円）。 

国債店頭売買高が増加する要因として、投資家別の売買動向を見ると、他の投資家の売買に大きな増減が見られない中、

外国人の売買高の伸びが目立っている。 
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③ 国債以外の店頭売買高の状況 

 

 

 

 

 

 

国債以外の店頭売買高の状況を四半期の合計金額ベースでみると、2022 年度第２四半期以降、2023 年第１四半期まで、

売買高の増額傾向が続いていたが、2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月、12 兆 7,153 億円）の売買高は、2023

年度第１四半期（2023 年４月～６月、14兆 4,406 億円）から 996億円減少した。 
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④ 主要投資家別の公社債店頭売買高(グロス。国債バスケットを含む。)の状況 

 

 

 

主要投資家別の店頭売買高（グロス）では、引き続き外国人の売買高が高い水準で推移しており、四半期ベースの合計

額としても増額の傾向にある。 

特に、2023 年８月の外国人の売買高は 1,753 兆円となり、外国人による月間の公社債店頭売買高の過去最高額を更新

した（これまでの最高額は、2023 年６月の 1,556 兆円）。 
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⑤ 主要投資家別の公社債店頭売買高(ネット。一般売買高の差引額)の状況 

 

 

 

 

主要投資家別の店頭売買高（ネット）では、グロスベースでも大きな売買主体となっている外国人による買い越しが一貫

して続いている。 

その他の投資家別の売買動向としては、都市銀行は 2023 年６月から４か月連続で買い越しを続けている。 

また、信託銀行については、2022 年７月以降、15 か月連続で買い越しを続けている。 
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投資家別の店頭売買高（グロス・ネット） 
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(2) 債券レポ取引（現先・現担取引残高） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月）の債券レポ取引（現先・現担取引残高）の残高は、四半期合計でおよそ 906

兆円と、2023 年度第１四半期（合計 857 兆円）からおよそ 49 兆円増加した。 

特に、2023 年９月については、銘柄後決め取引以外の条件付売買の残高が統計開始以来の最高額（227 兆円）となった

結果、合計金額ベースの残高としても 319.2 兆円と、過去最高の水準になった。 
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３．エクイティファイナンスの動向について 

(1) 全国上場会社の公募増資等の状況 
① 国内・海外の状況 
  
 
  
 
 

 

 

 

2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月）の全国上場会社の公募増資等の状況は、調達額ベースで合計 5,033 億円と

なり、2023 年度第１四半期（2023 年４月～６月、合計 5,349 億円）から 316億円の減額となった。 

単月ベースで見ると、2023 年 9月は、JFE ホールディングス株式会社による海外投資家向けの公募増資（約 1,194 億

円）及び CB発行（900 億円）や株式会社ダイフクのCB発行（600 億円）といった大型案件が続き、合計金額ベースで

3,602 億円となり、四半期ベースの調達額を押し上げた。 
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② 国内の状況 

 

 
 

 

 
 

 



16 
 

 

③ 海外の状況 
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(2) 全国上場会社の売出しの状況 
① 国内・海外の状況 
 

 

 

 

 

 
 

2023 年度第２四半期（2023 年７月～９月）の売出額（国内・海外合計）については、合計額が 4,672 億円となり、前年

度同期（2022 年７月～９月、580 億円）と比較すると 4,000 億円超の増額となった。 

月別では、2023 年７月は、株式会社ソシオネクストの売り出しという大型案件（1,851 億円）があり、売出額を押し上

げたが、その他の案件は比較的小規模の案件が多かった。 
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② 国内の状況 
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③ 海外の状況 

 


